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交差点 自転車の側に・・・「一時停止」の標識

右から横断・・・96歳の自転車の男性 車にはねられ重体

◇交差点 自転車は止まらないかも知れません・・・徐行しましょう◇

２０１６年６月３日（金）９時４５分

２日午前９時２０分ごろ、富山県の市道交差点を自転車に乗って渡ろうとしてた近くに住む、無職の男性（９６

）が左から来た軽乗用車にはねられました。男性は病院に運ばれましたが頭などを強く打ち、意識不明の重

体となっています。現場の交差点には信号機がなく男性の進行方向に一時停止の標識がありました。警察は

軽乗用車を運転していた４４歳の女性から話をきくなどして、事故の詳しい原因を調べています。

事故を起こしてから、後悔してどうする？

交差点 信号が、「青」に変った チョット待て もう一度、安全確認しよう

バックは・・・『カメが歩くスピードの気持ちで 』

車間距離を十分にとろう 追突を未然に防止しよう

車が動いているときは、いかなる場合も 常に、100％運転に集中しましょう

２時間ごとに、１５分休憩で 守ろう 自分の命

”1人で作業” 荷台からの”転落”、”はさまれ”事故に注意しましょう

土・日・祭日は、部活の小・中・高校生の自転車に注意しましょう

「飲酒運転で捕まるの嫌で…」

深夜 自転車の男性をはねる・・・ひき逃げ容疑で29歳男逮捕

２０１６年５月３１日（火）１６時３４分

自転車の男性を車ではねて逃走したとして、警察は３１日、自動車運転処罰法（過失致傷）と道交法違反

（ひき逃げ）の疑いで、会社員の男性容疑者（２９）を逮捕した。「飲酒運転で捕まるのが嫌だった」と容

疑を認めている。逮捕容疑は、２９日午後１０時１５分ごろ、大阪府の乗用車を運転中、自転車の男性（１

９）をはねて骨盤を折る重傷を負わせ、そのまま逃走したとしている。同署によると、容疑者は現場の約１

００メートル北側にライトが割れるなどした自分の車を放置して逃走。行方を追っていた署員が、勤務先の

同僚女性方にいるのを見つけた。

路線バスと乗用車が正面衝突 乗用車の男性が重傷

乗用車が、道路左側の標識に接触、対向車線側の縁石に衝突・・・バスと正面衝突

◇デイ・ライトで知らせよう・・・自分の存在、はみ出し事故防止◇

（２０１６年６月 ３日 １５：２０）

３日午前８時４５分ごろ、三重県の市道で、会社員男性（４３）が運転する乗用車と路線バスが正面衝突。会社

員男性は頭などを打つ重傷を負い市内の病院に搬送された。大型バスを運転していた男性（５５）と乗客２人

にけがはなかった。現場近くの防犯ビデオに乗用車が左側の道路標識に接触後、その弾みで対向車線側の縁

石に衝突。対向車線側で路線バスとぶつかった様子が映っていたという。

救護することなく 高校教諭 女性ひき逃げ容疑で逮捕

◇もしも、もしも、もしも、･･･のときは･･･まず、救護◇

２０１６年５月２６日（木） １９時５４分

福岡県の高校に勤める教諭の男が道路を横断中の７２歳の女性をひき逃げし、重傷を負わせたとして逮捕さ

れました。男は「大したことないと思って逃げた」と供述しているということです。教諭の男は、高齢の女性を

はね、転倒させましたが、救護などすることなく、そのまま逃走したということです。警察によりますと周

辺の防犯カメラの映像などから容疑者が浮上したということです。

貸し切りバスに更新制導入へ 安全面の規制を強化 秋にも法改正

２０１６／０６／０３ １９：４３

長野県軽井沢町のバス転落事故を受け、国土交通省は３日、貸し切りバスの事業許可に更新制を導入する

ことを柱とする再発防止策の最終報告案をまとめた。更新期間は５年程度となる見込み。安全確保の規定に

違反した事業者に対する罰金額も引き上げる。今年秋にも道路運送法を改正し、安全面の規制を強化する考

えだ。

警部補が、捜査費着服の疑い 書類送検

２０１６／０６／０３ １３：１３

捜査協力者への謝礼名目で支給された捜査費を着服したとして、県警は３日、業務上横領や詐欺などの疑

いで、警察の男性警部補（４９）を書類送検し、懲戒免職処分にした。送検容疑は所属していた２０１４年

６月～１５年１１月、捜査員に支給されている捜査諸雑費を１６回にわたり計約４万５千円着服、知人女性

との交際に使用したほか、捜査協力者と接触すると虚偽申請し、捜査費６千円をだまし取った疑い。県警監

察課によると、男性警部補は送検容疑を含め計約１０万８千円の着服を認め全額を今年５月までに返した。


